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患者背景や治療の是非など、複雑化する今日の医療現場。そのなかで活動する医療従事者がジレ
ンマを抱えることも少なくありません。こうした問題が生じた際に支援する「倫理チーム」を立ち
上げ、対応について話し合う「倫理カンファレンス」を開催する病院が増えています。
実際のチームによる“誌上カンファレンス”を通じて、解決に近づけるための考え方を示します。

精神看護の魅力を広めるため、2014年日本赤十字北海道看護大学大
学院専門看護師教育課程に進学し、2017年精神看護専門看護師認定。
精神科リエゾン看護等、院内外で実践・教育を行っている。2022年
より現職。
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